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ヨブ記が書かれ た頃(c.B.C.500)か らすでに、 ヨブの神 とは何 かにつ いて論議があっ

たといわれている。 ヨブの試練 の不条理 さについては今 なお解釈 し難 く、そのために歴

史の推移 の中で、 さまざまな時代の今 日的な解釈がで きるだろう。当稿 では、そのよう

なヨブの神 を正義の神 として解釈す るこ とに した。

対比 として、 もっとも厳 しくヨブの神 を批判 したユ ング(C.G.Jung)の 『ヨブへの答

え』(-AnswertoJob-)に 反論 して、 ヨブの神 の正当性 を論 じることに した。ユン

グは、旧約聖書か らは解決がつかないので、中世ユダヤ教神秘思想から考察 し、 メシア

思想によって ヨブの神 を未来の救済へ繋 げようとしている。それでもユ ングは、黙示録

でふたたび キリス ト教 の神 に蹟 いて、ついにヨブの試練にたい して解決 を見出 しえない。

当稿 の 目的はユ ングを論ず るこ とではな く、 ヨブ記の神 は正義の神 である、 とす る立場

か ら、 そのための論拠 を示すこ とにある。 ヨブ記に正義 を見出 しえなかった近代 人のユ

ングとの対比で もって、 ヨブ記にたいする賛否両論 を際立たせ るのが 目的である。 さら

に近代人のユ ングの説 とともに、中世 のユダヤ思想家マイモニデスが ヨブ記 をどのよう

に解釈 しているか を併せ て考 えて、 ヨブの試練の意味 を問 うことにす る。 ヨブ記には、

ヨブへの試練のほかに、 なぜ神 が人 よ り知性の劣 るとされ る動物の創造 をあの ように誇

るのか、な どの疑念 を起 こさせ るものがあ る。それにたいして も、マイモニデスは答え

ようとしてい る。 ヨブ記の神 学の問題 として、大 きくは、 ヨブの試練 は何 のためだ った

のか、神の顕現 とは、 また、天地創造の 目的は何か、 自然の営みの 目的は、動物の創造

の 目的は、 といった項 目を挙げることがで きるだろう。

従来の 「ヨブ記」概観

従来の一般に理解 されているヨブ記は、つ ぎの とお りであ る。

「ヨブは対話の中で
、神 の正義 を鋭 く問 うているに もかかわらず、何の解決 も示 され
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ず、別 の 人物 の 若 いエ リフ が 登 場 し、 ヨブ の 苦 境 の本 質 につ い て エ リフ 自 身 の 見 解

(observation)を 述 べ る。 結局 、神 が そ の場 に現 わ れて 、 ヨブ を叱責 し、子 供 た ち、 財

産 、健 康 を も とに も どす。」(Job.Chap.3)(AnchorBibleDictionary)

「神 は ヨブ に、 人 間の支 配 の外 に住 ん で い る生 物、 ラ イオ ン、 山羊 、 野牛 、駝 鳥、 馬、

鷹や 鷲 な ど、 自然 の不 思議 につ いて 講釈 をす る。」(Chap.39)(ditto)

「ヨブ の最初 の悔 い改 め に満 足せ ず、神 は、二 つ の特別 の被造 物(河 馬 と巨鯨)を 誇

る。創 造 主 に挑戦 す るほ どの人 間の驕 りと弱 さ を認 め た として、強 大 な河 馬 と鯨 さ え も、

神 は 、楽 しん で遊 ぶ ため の玩具 に して しま って い る。 それ を見て、 ヨブ は、力 で は とて

も神 に か な う もの で は な い、 と悟 るの で あ る。」(40:3-5)、(chaps40-41)、(40:10-

14)、(42:1-6)、(ditto)ヨ ブ記 は散文 と詩 か ら成 り立 って お り、そ の詩 の部分 が物 語 の

構 成 を損 な って い る と評 され て い るので あ る。 つ ま り 「あ る意味 で は、 ヨブ の詩 が物語

りを損 な って お り、詩 が終 わ る まで ヨブ の運 命 は宙ぶ ら りんに な った ま まであ る。脅 威

に追 い込 まれ た ヨブ のエ ゴは、何 とか持 ちこ たえ よ う ともが くのだ が、 エ リフの反論 に

さ らに神 の問 いか け もあ って、 こ うい っ たこ とすべ てが 、以 前か らあ っ た物語 つ ま り民

話 を脚 色 す るこ とにな っ た」(ditto)か らであ る。 「ヨブは、 彼 の有徳 さ にた い して は と

もか く、 少 な くと も苦 悩 に た い しては償 われ てい る。 しか し無実 の者 た ちが償 われ るこ

とは な く、今 日に至 るまで満 足 の い く調和 は見 出 され てい ない」(ditto)「 長老 たちの 同

意 も得 ず あ え て対 話 に 立 ち入 り、み ず か らの 怒 りが正 しい とす る エ リフ の大 胆 さ… 」

(ditto)そ の他概 観 した とこ ろ、 ヨブ記 につ いて は、詳細 な説明 は あ って もどち らか と

いえば 表面 的 で あ る。 エ リフに たい して は、評 価 は低 い といわ ざ る をえな い。 ヨブ記 に

は、根 底 にお い ては神 を肯 定 的 に慈悲 の神 として認識 で きるに もか か わ らず 、 なぜ 神 は

あの よ うに過 酷 に ヨブ を試 され たの か、 海や 陸 の動物 は行 動 に責 任 を もた ない に もかか

わ らず、 なぜ神 は あの よ うに人 間 よ り劣 る とされ る生物 の創 造 を誇 るのか、 な ど矛盾 に

充 ちた神 の姿 が前 面 に押 し出 され てい る。 篤信 のユ ダヤ 教徒 や キ リス ト教徒 に とって は、

積 年 の蹟 きの石 で あ った にちが い な い。 その よ うな法外 な幼 児的 です らあ る創 造主 につ

い ては 、理解 し難 くて も性 急 に結論 を出すべ きで は ない。 矛盾 す る様相 の 中 に こそ深 い

神 慮 が 存在 す る と考 え られ るか らで あ る。 ヨブの 試練 も天 地創 造 の 目的 も人間 に益 す る

ために 意 図 され たの であ る と解 釈 して、 ヨブ の神 は究極 的 に は人 間 の救済 を図 る神 であ

る とい う結 論 に導 きた い。

ヨブ記 はハ ギ オ グラ フ ァ(Hagiographa)と 呼 ば れ る文 学(Writings)で あ るか ら経

典 として は二 義的 であ って重 視す るに は及 ば ない、 とい うユ ダヤ 人 は 多い。 しか し旧約

聖 書 の 中の、 その よ うに正 典 として認め られて い る文 学 を軽視 して よい ものだ ろ うか。

律 法 が 中心 の、預 言 者 モーゼ に よ る五書 トー ラー を もっ とも重視 す るのがユ ダヤ 教 の主

流 では あ る。 とは い え トー ラー 以外 の預 言書 や ヨブ記 を含 む いわ ゆ る知 恵文 学 といわれ
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るものの中にメシア思想が見え隠れ しなが らも覗われ るのであって、 タルムー ドと称す

る口伝のラビ文献の中にメシア思想があるとしても、部外者である筆者にとっては現在

の ところ推測の域 を出ない。モーセの存在 を単なる寓話であるといえないのと同様に、

ヨブ記 もまた天啓によるものと考 えたい.作 者がいて繋 ぎ合わせ て作 ちれた文学である

とされているにもかかわらず、 ヨブ記には、理解 し難 くはあって も、創造主の知識が隠

されていると考えたい。従来の ヨブ記解釈では、登場人物の一人のエ リフ(Elihu)は 、

どちらか といえば、重要 な役割 を担 っているとは考 えられていない。エ リフが預言者で

あるとの言及が今 までに無いので、そのため、預言者 としてのエ リフとその重要性 につ

いてとくに述べ ることに した。中世のユダヤ思想家のマイモニデス(Maimonides)は 、

エ リフが預言者であるとは指摘 していないが、エ リフの言葉の一部に注 目しているので、

それについて引用す ることに した。天地創造の、 自然の営みの 目的の うち、暦などの自

然科学 との関係については、今 回は述べ ないこ とにした。 ヨブの試練 とい う論点に絞 る

べ き、 と思ったか らである。 ヨブ記の神学の、 もう一っの重要 な提起 は、メシア思想で

ある。 ヨブの横暴 な神が、女性性 と男性性 を具えた両性具有的な柔和 な神 として、人間

と契約更新 をす る可能性 あるいは予言 とい うべ きか、 それが旧約の預言書には随所に見

ちれるのだが、 そのような新 しいエルサ レムの実現への示唆が ヨブ記には見 られるので

ある。忍従 とい う女性性 を強要されたヨブ も、 その一環 として理解す ることもで きる。

メシア思想については、稿 を改めて述べ ることにす る。

ヨブの試練の 目的

神はヨブが義人であ り忠節であると知 りなが ら、 ヨブと3人 の長老 との議論の場に現

れて ヨブを非難す る。そのために ヨブは、彼 自身は正 しく何 ら替め られるところは無い

と信 じなが らも、弁解 を中止せ ざるを得 ない。 なぜ ヨブは、神 の彼に対す る非難 を受け

入れ、つ ぎのようにいったのだろうか。「私 は卑 しい者 でございます。一度は話 しました

が二度は話 しませ ん。私は口に手を当てます」(Job40:4-5)と 、 ヨブは答 えるのだが、

この答 えには正反対の二通 りの解釈がで きる。 ヨブは、神には抵抗 して も勝てない とみ

ずか らの無力さを自覚 して、ほん とは 自分は正 しいのだが、 と思いつつ答えたのか もし

れない。あるいは神の叱責は正 しく自分 は間違っていた、 と忽然 と悟 り上のように答え

たのか もしれない。 どちらか といえば、釈然 としないために、 ヨブはこの ように答 えた

のだろ う。 これが ヨブの神への最初の謝罪である。神 は、 ヨブの内心 を見透か して、天

地創造の業 を示 し厳 しくヨブに質問す る。 この ような、謝罪はするが内心は疑念 をもっ

ているのは、人 として 自然なものであってaめ られるべ きものではない。現代人の目に

は、 どの時代の社会 であっても、無罪であると主張す るヨブの態度は正当であるとされ

るであろうし、神にたい しても正義 を求め るヨブは称賛にす ら値す るとみなされ るだろ
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う。 そ れに たい して、 も う一一つ の従 順 とい う視 点 か らの解釈 も成 り立 つ ので はな いか。

つ ま りヨブ の唯一 の誤 りは、 自己 を弁護 し抗 議 を申 し立 てた こ とであ る。 これが理 由で 、

神 は ヨブ を非 とされ たの であ る。 ヨブが 自己 の正 当性 を申 し立 て よ うが そ うで なか ろ う

が 、神 は ヨブが これ まで義 人で あ った こ とは承知 の上 で あ ったはず で あ る。

神の顕現 としてのエ リフ

ラム 氏族 のブ ズ人 でバ ラケ ルの子、エ リフ(Elihu,thesonofBarachelofthefamily

ofRam)(Job32:2)と い う名 の一 人の若 者 がい る。 ヨブ と三 人 の長老 た ちの議論 が も

はや 尽 きて、賢者 とい われ た老 人 た ちが途 方 に くれて しまった。 その とき若 者 のエ リフ

が進 み 出 て、つ ぎの よ うに語 り出す。「今 まで 黙 って聞 いて いたが聞 くに堪 えない、神 が

正義 に惇 るな どあ りえ ないの だ」(Job34:12)、 と彼 は い う。この 時点 にお いて エ リフが

状 況 を正 し く判 断 して語 って い る、 と、 これ まで さほ ど理 解 され てい な い よ うであ る。

エ リフの言葉 は、単純 で直裁 で無謀 にす ら聞 こえ るか らで あ る。 大胆 に して生意 気 な こ

の若者 の エ リフが 目立 たぬ役 柄 で あ りなが らも預 言者 で ある こ とを、 ここで指摘 したい。

とい うの は、 その理 由 は、エ リフが現 れ彼が神 の意図 を代 弁 して語 った後 に、神 自身が

現 れ エ リフの言葉 は正 しい と承 認 され るか らで あ る。神 に さ きが けて エ リフ も、天地創

造 につ いて延 々 と述べ てい るか らあ る。

『ヨブへ の 答 え』

ヨブ記 の神 を もっ とも厳 し く批 判 したの は、 ス イスの心理 学者 であ り精神 医 学者 で あ

ったユ ン グ(1875-1861)で あ る。 ユ ングは、 『ヨブへ の答 え』(-AnswertoJob-)

(原題‐AntwortaufHiob‐)(1952)を77才 の時 に書 いて い る。ユ ン グ最 晩 年の著 作

で あ る。神 につ いての ユ ン グの結論 であ る と考 えて よい だ ろ う。 ユ ングは、ユ ダヤ 人 で

は なか っ たが敬 慶 な家庭 に育 ち、神 とは何 か を生 涯 にわ た り求 め続 け た。 物語 文学 とし

て の形式 を もつ ヨブ記 では 、ユ ダヤ の神 の不 条理 さが、 さ ま ざまな角 度 か ら議 論 され る

ため、 こ とさらに際立 って しま う。読 む 人 も議論 に引 き込 まれて しまい、物語 として は

完結 して い る ヨブ記 の正義 を秩 序 立 て よ う とす るのだが、 ユ ダヤ教 の教 説 を どの よ うに

並べ てみて も解決 か らは程 遠 い。 つ いにユ ン グは西洋 の神 を見限 って、 道教 な どの東洋

思 想 に方 向転 換す る こ とにな って しま う。近 代 人 として知 性 で もって神 をはか る こ との

難 しさが こ こにあ る。 『ヨブへ の答 え』 のなか で、 ユ ン グは次 の よ うに述べ て い る。

「ヨブ記 は、 あ る神 の ドラマ が発 展 して い く長 い道程 にお かれ た道標 の ひ とつ で あ る。

ヨブ記 が成 立 した とき、ヤ ー ウ ェの矛盾 に満 ちた像 を、 す なわ ち激情 の とどまる ところ

を知 らず、 しか もわが 身の この無節 度 に悩 む神 とい うイ メー ジ を、描 き出す証 言 がす で

にい ろ いろ とあ った。 怒 りとね たみが心 を くいや ぶ る、 そ して それ を 自覚す るこ とは く
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る しい と、ヤ ー ウェみ ずか ら認 めて い る。 慈 しみ と残 忍、 創造 と破壊 へ の意志 が並 ん で

い るよ うに、 洞察 力 と洞察 の欠如 が 同時 に存在す る。 あ らゆ る ものが こ こに あ り、 どれ

も他 の もの を妨 げな い。 この よ うな状 態 とい うもの は、反 省 の意識 が存在 しな いか 、 あ

るいは反省 能 力が きわめ て脆 弱 でそ の能 力 が偶発 性 の もので あ る場合 としか、 われ われ

に は考 え られ な い。 この よ うな状 態 は、 無 道 徳 と以 外 に は 名 づ け よ うが な い。」(-

AnswertoJob-P.3)ユ ングの神解 釈 は こ こに集約 され てお り、 激情 の止 ま るとこ

ろ を知 らず 正常 な人格 とは あ ま りに もかけ離 れ た、神 の姿 に 困惑 したユ ン グが い る。 不

正 には不正 を もって報 い、徹 底的 に批判 を加 えて、神 に立 ち向 か うユ ン グが い る。 そ う

す るこ とに よって、何 か 救済神 話 が見 えて くるの で はな いか、 と一方 でユ ングは希 望 を

捨 て きれ な い。神 の、 この横暴 の性 は、 女性 的 な柔和 の性 に よっ て緩 和 で きるの では な

いか、 それ に はマ リアの被 昇 天 を もってす る、 とユ ン グは考 え る。

ロー マ の兵士 たちの間 で広 く流布 した ミ トラ教 の神 は少年神 で あって、 仏教 の弥勒信

仰 の も ととなった とされ て い る。 ミ トラ神 は、両性 具有 であ るため に、陰 陽の均衡 を保

つ こ とが で きた。 その よ うな高次 な段階 の神 の創 成 をユ ン グは想 定 した もの と考 え られ

る。 しか し、ユ ングは、終 末 を幻 視 した ヨハ ネの 黙示録 の混 乱 と無秩序 に再 び当惑 して、

結 局、 激情 を滅却 した東 洋の神 に 向か っ たのだ ろ う。 ユ ン グは、光 を象徴 した曼茶羅 図

に、深 層心理 の 中 で幻視 され る曼茶 羅 図に救 済 を求 め た。精神 病理 学 の症例 か ら、集合

無 意識 の元 型 として集 め た曼茶羅 図像 か ら、神 性 を認識 しよ う とした。 力関係 では あ ま

りに も微 小 な ヨブは、神 の気 ま ぐれ と破 壊 的 な怒 りに立 ち向か えな い と嘆 きつつ も(Job

9:2-32)、 神 の 中に仲裁 者 が い るの では ないか と期待 してい る。メシアの予 感 で ある。ユ

ン グは、 ヨブ記 の成立 年代 が紀 元前600年 か ら300年 であ る とされ て い るの で、 ヨブ記 に

はギ リシャの影響 が あ った と考 えて い た。 ソフ ィアす なわ ち神 智 が、女性 の霊 として創

世 以前 か ら神 と共 存 して永遠 に存在 してい る とす る観 念 が あ って、 この女性 の霊 で あ る

ソフ ィアが母 性的 メシア として仲 介者 に な りうるので はな いか とユ ングは考 え たか った

(Chap.3)。 ユ ングの存 命 中に世 界各地 でマ リアの顕 現が度 重 な り、ユ ン グを勇気づ け る

こ とに はな った。 さ らに ロー マ法 王 は、マ リアは花嫁 として キ リス トと、 ソフ ィア とし

て神格 と、結婚 に よ って結 ば れて い る、 とい う教義 を打 ち出 した。「終末 時 には太 陽の女

の幻 は実 現す るだ ろ う。 この真理 を認 め、 あ きらか に精霊 の はた らきに よって、 ローマ

法王 は 《マ リア の被 昇 天》 とい う教 義 を告 げ、全世 界の合理 主義 者 た ち を仰 天 させ たの

で あ る。 つ ま りマ リア は花嫁 と して子 と、 ソフ ィア と して神 格 と、 天の結婚 の部 屋 で結

ばれ て い る とい うので あ る。」(Chap.13P.96)ユ ングは、 これ を 「キ リス トの現 身化 」

(theIncarnationofChrist)(Chap.17P.97)の 予告 とみ た。 「子 羊の結婚 は、受胎 告

知 を繰 り返 す」(原 注p.97)こ とに な るか らで あ る。 とい うこ とは 、ユ ングは、気づ いて

い たのか も しれ ない し、 そ うで なか ったか も しれ ないが、 ヨハ ネの 黙示 録 に あ る世 界の
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終末 が あれ ば、 第二 のエ ルサ レム に迎 え入 れ られ救 済 され る人々 と、救 済か ら洩 れて混

沌 の 中に投 げ込 まれ る多 くの 人々 とが分 け られ るこ とにな るだ ろ う。 その よ うな残 され

た人々 の ために、 つ ぎの一 巡 の救 済 史が始 ま るの で なけ れば な らない。 時計 の文字 盤 の

上 を短針 が一 回転 し、 一っ の終 末が過 ぎ、 また新 しい時 間が始 ま ると して、 その新 たな

長 い救済 の歴 史 のため に、 ふ たた びマ リアか らキ リス トが 生 まれ る必要 が あ る、 とで も

い うのだ ろ うか。 未来 佛 と しての弥 勒 は、海辺 の砂粒 の数 ほ ど もあ る凡夫が すべ て救 わ

れ るため には、56億7千 万年 もかか る、 と した といわれ る。ユ ン グは この告知 を、一つ

には ヨハ ネの幻 の実現 として、二つ には終末 の時 の子 羊の結婚 へ の 引喩(overshadowing

ofMary原 注P.97)と して、 さらには、 旧約聖 書 の ソフ ィアへ の想起(anamnesis)で

あ る として認 識 して い る。 そ れ とともにユ ン グは、 黙示録 の 反 キ リス トの猛威 の 中にふ

たた び ヨブの神 を見 る。救 済 の実現 を望 み見 る とと もに、ふ た たび善 と悪 の絡 み合 い を

見 て、混 沌 の意 味 を推 りかね るの であ った。ユ ダヤ教 神秘 思想 や二 元論 な どを模 索 しな

が ら も、結 局ユ ングは 旧 ・新 約聖 書 の 中に明確 に は救済 を見 出す に いた って いなか った

とい え るので はな いか。 ヨブ の試練 の意 味 を、 ヨブの神 が どの よ うに正 義 の神 であ るか

をユ ン グは推 りかね た とい え るの では ないか。

TheGuideofthePerplexed(『 当 惑 者 の た め の 手 引 き』)

エ リフにつ いてマ イモニデ スの指 摘が あ るとす で に述べ たが、 マ イモニ デ スは ヨブ記

の命題 で あ る ところの、 試練 あ るいは悪 の存在 を どの よ うに考 えて いたの だ ろ うか。 マ

イモニデ スの 『当惑 者の ため の手 引 き』(‐TheGuideofthePerplexed‐)か ら眺め

てみ る。 『当惑 者の ため の…』と表題 がつ い てい るの だが、マ イモニデ スが 想定 して い る

当惑 者 とは誰 で あろ うか 。マ イモニデ スが著 作 で述べ て い る見解 は曖 昧 であ る と受 け取

られ 、 ときに大 い に矛盾 した論 が展 開 され て い るため に、 マ イモニ デスの著 作 の読者 が

当惑す るので あ る。 『当惑 者 の ため の… 』は、 その よ うなマ イモ ニデ スの説 に 当惑 してい

る読 者の ため に書か れ た もの の よ うであ るが、 この著作 に よって、 い っそ う当惑 感 が強

め られか ね ないの で あ る。 とい うの は 『当惑 者 のため の…』 の 第一部 は イス ラム神学 に

よって創世 を説明 され てお り、 第二部 はア リス トテ レスの 哲学 を前提 として論 じられて

い るか らで あ る。補 足 として、マ イモニデ ス につ いて解 説 して い るハ ワー ド ・クラ イセ

ル(HowardKreisel)に よ る「モー ゼ ス ・マ イモニデ ス」(`MosesMaimonides'‐History

ofJewishPhilosophy-1997)か ら、 『当惑 者の ため の…』全般 に亘 って、概 説 してみ

る。善 と悪 、一 元論 か二 元論 か、不 当 と見 え る試練 は何 のため か、 な ど中世 のユ ダヤ教

学者 が どの よ うに これ らの 問題 につ いて考 え てい たか を知 るため の きわめ て示 唆 に富む

説 だか らで あ る。近代 とい うよ りむ しろ現代 の 人 とい えるユ ン グ と、 時代 か らいえば対

照的 な 中世 の人 であ るマ イモニ デ ス とは、 説 の違 いは著 しい と想像 す るか も知 れ ないが 、
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マ イ モニ デス はむ しろ合 理 主義 者 で、 近代 に近 い考 え方 を して い る。 しか もその合 理 主

義 の淵源 は、古代 ギ リシャの ア リス トテ レスか ら来 てい るの で あ る。 前述 したが 、マ イ

モ ニデ ス は、 ヨブ の議論 はア リス トテ レスの意 見 に即 してい る と評 して い た。 ユ ダヤ教

か らは外 れ て い る と非難 して い るの では な くア リス トテ レス に傾 倒 して いた マ イモニ デ

スは ヨブ を称 賛 したの だ、 と解 して もよいだ ろ う。 クライセ ルに よる と 「マ イ モニデ ス

ほ どの人 は預 言 者 モーゼ 以 来 い まだに現 われ てい な いの であ る、 す でに もっ と も早 い頃

か ら著 作 に、 マ イ モニ デ スは、預 言書 の讐 えや ラ ビ文献 を深 く理 解 す れば それ らが哲学

的 真 理 を比喩 的 に 表現 した もの で あ る との認 識 に い た る とい うこ とを示 そ う と した」

(`MosesMaimonides'P.248)、 と クライセ ル は伝 えて い る。その他 注 目すべ き内容 の指

摘 は、つ ぎの よ うな もの であ る。「マ イモニデ ス は、聖 書 や ラビ文 献 は哲 学 的 に考 察 され

るべ きで あ る、天使 につ い ての 記述 は別 類 の知 性 に よる もの、 天使 な どは存 在 しない、

と説 く。 マ イモ ニデ スは 、神 の統 治 を超 自然 な働 き とす る説 に は全 面的 に反 論 した。 超

自然 な ど とは、彼 に とって は無知 の極 み で あ った。神 の叡 知 と力 は まさに秩 序 あ る 自然

の働 きに よって示 され るの であ る。」(2.6)、(p.256)「 マ イモニ デ スの預 言 に関す る見解

は、 プ ラ トンの創 造 につ いて の見解 に したが って い る。」(p.268)マ イモニ デ スは、 ビル

ダ ドの 説 は古代 の ム タ ジラ派神 学 の見解 に従 ってい る と評 して い たが 、 その ム タ ジラ派

の見解 につ い てつ ぎの よ うに 説明 してい る。「人 間 の 自由 は限 られ た もの であ る。神 の正

義 の、褒 賞 と罰 は、 人 の行 い に応 じてい る。幼 い者 が虚 弱で あ った り、義 人 の死 な どは、

神 の叡 知 の しか ら しむ とこ ろで あ る。 こ ういっ た こ とは、 彼 らが来 世 で受 け る褒 賞 をい

や 増 す ため に起 こ るの で あ る。動 物 す ら も、その苦 しみ に たい して来 世 で償 い を受 け る。」

(P.270)中 世 ユ ダヤ神 秘思 想 家 のマ イモニ デス(MosesMaimonides1135?-1204)が

『当惑 者 の ため に手 引 き』の 中 で ヨブ記 につ い て述 べ て い る解 釈 の要 点 は
、 つ ぎの ような

もの で あ る。 ヨブ記 は 「も しこの よ うな話 が現実 にあ っ た とす れば と仮 定 して、人 々が

論議 す るため の讐 え話 では な いか」と示 唆 され てい るの で あ る。(IIIChap.24p.49450

a)「 ヨブの意 見 だ とい うこ とに な って は い るが 、 ヨブ の意見 は ア リス トテ レスの意 見 に

即 してい る。 エ リファ ズ(Eluphaz)の 意 見 はユ ダヤ の律 法 の精 神 に 沿 って お り、 ビル ダ

ドはム タジ ラ(theMutazila)の 教 義 に、 ゾ フ ァル(Zophar)は ア シ ャ リア(theAshar-

iyya)の 教 義 に、つ ま りビル ダ ドとゾ フ ァル は、古代 の神 観 念 に よ る摂理 に従 った意見 で

あ る。」(ditto50ap.494)「 この ときエ リフ とい う別 の 者が割 り込 ん で意 見 を述べ る。彼

は長上 の者 で あ った ら し く、年 齢 は もっ と も若 年 で あ ったが知 識 で は もっ とも完全 であ

った」(ditto50bp.494-495)、 と書 かれ て い るの であ る。マ イモ ニデ スは また、 ヨブ と

三 人 の長 老 た ちの意 見 を、 毫緑 の たわ 言、 と述べ 、 エ リフは謎 め い た発 言 をす る と指 摘

しなが らも、 エ リフの意 見 は、 エ リフ ァズ、 ビル ダ ドや ゾフ ァル の意見 に何 ら新 しいこ

とを付 け加 えて い ない、 とい うの で あ る。「エ リフ は最 年 少 であ りなが ら、地位 な どは ヨ
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ブ と三 人の 友 人た ち よ りさ らに上位 の長 老格 であ っ た、 とい うの は異写 本 で はその よ う

に書 いて あ る、 エ リフは ヨブ た ち を叱 りつ け るば か りで、 と くに彼 ら と違 った意見 を述

べ て い るわけ では な い」(dittto50bp.494-495)、 「エ リフが付 け加 えた概 念 は不 可解 さ

(enigma)に 充 ちてお り、 これ こそ物語 の 作者 の意 図す る とこ ろで あ る」(ditto50bp.

495)、 とマ イ モニデ ス はい うの だか ら、 エ リフにつ い ての マ イモニ デ スの意 見 に は、 当

惑 の ほか はな い。 しか しそれ で もなお、 マ イモニ デ スは的確 にエ リフ を判 断 して い る と

言 わ ざ るをえ ない。 「他 の 人 たち は言 わ なか ったが 、 エ リフだ けが 讐 え話 し として(par-

abolically)述 べ た概 念 が あ って、 それは天 使 の介在 につ いて で あ る。 人が病 に臥 し死 に

臨 んだ と思 わ れ る と き天使 が仲 介 す る と、 どん な天使 で あれ その 天使 は受 け入 れ られ て

人 は快癒 す る、 とい う意見 であ る。 また、 見 よ、 これ らす べ ては神 が な され るの で あ る、

二度 、 三度 と、神 は な され るの で あ る、 とエ リフは い う。 この よ うな概 念 は、 エ リフだ

けが述 べ てお り、 彼 は また、 この よ うに述 べ るに先 立 って、預 言 は どの よ うに授 か るか

につ い て言明 して い るの で あ る。 人 が深 い眠 りに落 ち る と き、夢 の 中 で、夜 の幻 の 中 で、

神 は一 度 な らず二 度 も話 か けて こ られ るが 人は 気づ か な い」(ditto50bp.495)と レ・うの

で あ る。 天使 の介 在 につ いて指摘 したの はエ リフだけ で あ る、天 使 の介在 に よ って 危機

を逃 れ て い るの を人 は気づ か ない、 とエ リフはい う、 とマ イモニデ スは指 摘 して い るの

で あ る。 神 の恩 寵 が存在 す る、 とエ リフ は告 げて い る こ とに な る。 ヨブの神 は、荒 ぶ る

さなか に あ って なおエ リフの 言葉 を とお して、 神 が ひそか預 言 を与 えて い るの を人は気

づ かぬ 、 と語 って い るの で あ る。神 は夢や しる し(sign)に よっ て人 に告 げ知 らせ 人の 救

済 をはか って い る、 とエ リフは伝 えて い る、 とマ イモニ デ スは指摘 して い るの であ る。

旧約 聖 書 の 中で、神 が姿 を とって現 われ るのは、 ア ダム とエ ヴ ァや モー セに た い して な

ど、 また ヨブに た いす る よ うに、 それ ほ ど数 多 くはな い と思 わ れ るか もしれ な いが、 姿

や 声 に よ る以 外 に も神 の顕現 が あ る、 とエ リフは伝 えてい るの で あ る。 夢や しる しに よ

って直接個 人に伝 えた り、 あ るい は預 言者 を とお して 間接 に神 は人へ の伝 達 をはか って

い るの を、 ヨブ記 は明 らか に告 げ て い るこ とにな る。 ユ ダヤ教徒 に とって は、掟 や律 法

の遵 守 は神 学理論 の理解 に まさ って重要 であ る とされ て い る。 とは い う ものの掟 や律 法

に まさ って重要 な もの が あ るか もしれ な いの で あ る。イエ スが伝 えた言葉 の なか に、「す

べ ての 罪 は許 され るが 絶対 に許 され ない 罪が あ る、それ は聖霊 に たいす る罪 で あ る」(マ

タ イ12:31)、 とい うのが あ る。では聖 霊 に たいす る罪 とは何 か。具 体 的 には、預 言者 の

言 葉 を侮 って は いけ な い、 とい うこ とでは ない だ ろ うか。 預 言者や しる しに よって神 の

顕 現 が あ る、 とヨブ 記 は伝 えて い るの であ るが、預 言者 は、 どち らか とい えば モー セ以

外 は軽 んぜ られ が ちで あ る。 イエ ス 自身 も預 言者 であ りなが ら軽 んぜ られ たの だが、 そ

う した聖 霊 の働 きを拒否 した り妨 げ た りしては絶 対 に いけ ない、 とイエ ス は告 げて い る

こ とに な る。 ヨブ記 か ら も、 聖霊 や 天使 に よる介 在 として の夢や しる しが あ りうる こ と
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になる。では天の啓示 としての しるしとは何か。具体 的に 日常的に示 され るのは、 自然

の現象 と動物の創造であるといえるだろ う。

天地創造の目的 自然と動物一

獣類 な どの 生物 の創造 は何 の ため だ ったのか。 なぜ神 は、つ ぎの よ うに いって、 ヨブ

に挑戦 したの だ ろ うか。 「腰(生 殖力 の生 じる場 として衣 服 をま と う腰 の部分)を しっか

り締 め て、男 ら し く立 ち向か え」(Job40;7-8)、 とは、 しっか り考 えて答 えよ、この問

いには重要 な意味 が あ るの だ、 といった ところだ ろ う。神 は ヨブ に、お まえは、私 の判

断 は間違 ってい る とい うの か、私 を非 難す るのか、 自分 が 正 しい と思 うのか、 と対 等 の

対抗 者 であ るか の ご と くに迫 るの であ る。 マ イモニ デ スは、 前述 の引用文 に続け て、つ

ぎの よ うに書 いて いる。「神 は、一 度 いや二 度 は、語 られ るので あ る。それ で も人は気づ

か ぬ。 … それだ か ら、 この方法 を確 か な もの にす るため に、雷 鳴や稲 妻 、雨 、風 が吹 く

こ とな どの、 多 くの 自然現 象 で もって人 に知 らせ るの で あ る、 とい って、 エ リフは、 こ

の伝 達 方法 を動物 の状 態 な どの 多 くの問題 と結 び付 け るの で あ る」(-TheGuideof

thePerplexed-III2550bp.495)神 の意思 を人に伝達 す る媒体 として、 しる しとし

て 自然や 動物 が あ る、 とエ リフが指摘 した と述べ られ て い るの であ る。 マ イモニデ スに

よ る と 「エ リフは ヨブ につ ぎの よ うに い う。神 はあ なたに語 りたいの だ。神 は 口 を開 い

てあ なた の非 を語 りた いのだ。神 は知 恵の秘 密 をあ なた に語 りたい のだ。 それ ら(自 然

や 動物)に よって、 あ なた に二重 に教 え たいか らだ、 あ なた は、 探索 したか らといって

神 を見出せ る とい うのか。あ なた は全 能者 を完全 に見 出せ る とい うのか 。」(Job11:5-7)

注 目すべ きこ とに、神 は ヨブの誤 りを、 口 を開 いて指 摘す るばか りでは な く叡 智の秘 密

も教 え て二 重 に諭 すの だ、 とエ リフが い って い るの であ る。 まだ神 が現 われ るまえに、

す でにエ リフは、神 が これ か ら語 る内容 を先取 りして知 らせ て いる こ とに な る。脚註(-

TheGuideofthePerplexed-III25p.494)に よる と、 この 引用 文 にはマ イモニデ

スが 省略 してい る文 が あ って、 「神 は罪の軽 減 をな さる」 とす ら書 かれ てい るの であ る。

恩 寵 を告 げ知 らせ て い るばか りでは な く、神 が 自然や 動物 の創造 を誇 って激 し くヨブ に

質 問 してい るか に見 えて、 その創 造 は人 間の ため に しる し(sign)を 与 え るの が 目的で あ

る、 とエ リフがす でに伝 えてい るこ とに な る。雷 、雷 光、 雨、吹 く風 また動 物 の状 態

な どは、 しる しとして神 の 意思 を人 間に伝 えるため に あ るの だ、 とい うこ とに な る。動

物 の創造 は何 の ため に、 と神 は ヨブ に激 し く問いか けて い るのだが 、 ヨブ は考 え もつか

な くて平伏 して しまった。 自然 の営 みは何 の ため に、 と神 は問いか け てい るが、 自然 の

営 みは季 節や 時 間の創 造、星 辰 の運行 に基づ く暦 の知 識 、 な どな ど叡 智 に満 ちて お り、

これ こそ人 間が 限 りな く神 に近づ くため に与 え られ た ところの善 悪 を知 る樹 の果実 では

ないだ ろ うか。
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自由意志

ヨブ記 に は、神 学 と して さらに重要 な提 起 が あ る。 一つ には、 自由意志 とは何 か、善

と悪 とは何 か 、 この現 世 は一 元論 に基づ くのか 、 それ とも二 元論 に よるのか 、 な どで あ

る。正 義 とは何 か、正 義 は輪 廻や 因果応 報 の法 則 に よ るの で なけれ ば実現 し得 ない な ど、

この主題 につ いて も述べ たい。 同 時に 、考慮 され なけ れば な らな いの は、不従 順 とは何

か、 につ いて であ る。 ア ダム とイヴは 、神 の命 令 に従 わ なか った。神 は、彼 らの不従 順

につ いて予知 して お られ たは ず であ る。 人は従 順 で はな く、不従 順 は 、人 の本性 であ る。

す るな、 とい われ れ ば、 人はす る、の で あ る。 神話 や物 語 の なか の悲劇 の大 半 は、 その

ため に起 こ って い る。 しか し、 悲劇 を克服 して、 人 は魂 の高 い次 元 に到達 す るの で あ る。

この よ うな本性 は また、神 か ら与 え られ た ので あ り、 人 が神 に近づ くため に は不可 欠 で

あ る。 アダ ム とイ ヴの場合 は、未 知 な る ものへ探 究心 、 で もあ った。 た とえ苦 しみの た

め に死 ぬ の であ って も、善 悪 を知 り、崇 高 とは何 か 、 を認識 す るの で あれば 、 人は満 足

す るの であ る。

従順 と不従順 は、 人 間精神 の発 達 の ため に は、 どち ら も切 り離 しが た く不 可 欠で あ る。

神 は両義 的 で あ る、 とい え るだ ろ う。 高 い知 性 は、 つ ねに両 義 的 であ る。高 貴 な 人格 は、

男性 的 な もの と女 性 的 な もの とを併せ 持 つ 、 と考 え るべ きで あ って、 その点 か ら も、 ヨ

ブ記 の教 訓 は、 ヨブが 、 いわ ば神 の花嫁 であ るか の よ うに、従順 とい う女性 としての特

質 を持 つ よ う試 され訓練 を受 け た、 と解 釈 で きるか も しれ ない。 ヨブ 記 は、 あ る意 味 で

は、花 嫁 と しての エ ルサ レム 、 の準備 段階 の 啓示 で あ る と受 け取 って もよい ので は ない

だ ろ うか。

善 悪 の 問題 として、神 は善 で あ り同時 に悪 で あ りうるのか 、 この 問 いには 、然 り、 と

答 え るほ か は ない。私 た ちが 、神 を見 た い、 と望 む な ら、 人間 を見 れば よいの であ る。

なぜ か とい えば 、神 は ご 自分 の似 姿 として 人 を造 られ たか らであ る。 神霊 を吹 き込 まれ

た 人間 の 中に、善 と悪、 正義 と不 正 義 が、並 存 す るか らであ る。 人 間が そ うで あ るの と

同 じよ うに、神 もまた、想像 もつか ぬ ほ どの純 度 の高 い善 で もあ りうる し、論 理 として 、

そ の正 反対 の悪 に もな りうるの であ る。 暴 虐 の限 りを尽 くせ る神 、 ヨブの神 が 存在 す る、

とい う認識 を ヨブ と共有 す る こ とに な る。 では、 なぜ 、 その よ うな神 の摂理 の 目的 は何

か 、 とい う問 い にた い して は、 人間 に 自由意志 を与 え るため で あ る と答 え るほか は ない。

神 と人 間 は連 動 して い る と考 え ざ るをえ ない。神 と人 間は 、互 い に 自己の鏡 として 向

き合 って い るの で あ る。善 と悪 は、二 元 的 な別 種 の もの で はな く、下 か ら上へ 連続 した

相(phase)の 上 に、一 元 的 に存在 す る もの と考 え られ る。 人は、 限 りな く高 い善 を志 向

す るこ とに よって、 限 りな く高 い神 に近づ くこ とが で きる とい う希 望 もまた、 この 自由

意志 の付 与 の 中に含 まれて い るこ とに な る。 善 は、 無償 の愛 、 自己放 棄 、 な ど とい う言
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葉 と置き換 えられるだろ う。人は、神 にな りたい、 とい う願 いすら叶えられる可能性 を

与 えられたことになる。 ヨブの神 の もつ二面性 として とらえたい。 ヨブを試みて手 を下

した力 も神の属性であ り、神 とその者は二者 ではな く一者である、 と解釈 したい。っま

り一元論が現世 を支配 していると考 えたい。破壊 と創造は、切 り離 しがた く一枚の紙の

裏 と表の ような ものである。神 は、 いかように も仮借 なきもの とな りうるが、究極的に

は正義が貫かれているもの と考 えたい。 そのためには終末の ときの復活の思想以前に、

中間に試行錯誤 を繰 り返す輪廻転生の概念が導入 されねばな らない。輪廻思想にっいて

真正面か ら論 じたユ ダヤ学の文献はあまり見 当たらないけれ ども無い とはいえない。輪

廻 は存在す ると秘かには信 じられてお り、 また輪廻の原理 をもってしなければ、正義の

理念は説明できない。神に不可能はないのだか ら、他のすべ ての宗教が当然の教義 とす

る輪廻 の原理が働 いていない とはい言い切れない。正義の概念、原因 と結果の法則、因

果応報論(Lawofcauseandeffect)は 、輪廻転生 によらなければ成立 し難 いのであ

る。 ヨブの失われた最初の子供 たちがふたたびヨブの もとに生 まれ帰 って きた、そのた

めに ヨブの寿命 も延長 された と古代 イン ドをは じめ周辺の東洋の宗教 なら、その ように

考 えて納得す るだろ う。 ホロコー ス トによって失われた無事の人々の生命につ いても、

そのように考 えれば納得 できるのではないだろうか。

輪廻転生 は、概 してユダヤの人々には、次のように考 えられている。「もうひ とつの解

決方法があって、カバ ラ論者たちが特に好む ところであるが、魂 の前世の出来事 を解釈

しようとす ることである。魂は一つの身体か ら別の身体へ移 ってい くことができる、 と

大方のユ ダヤの神秘家に信 じられているのである。ひ とりの個人の不 当な苦 しみはその

魂の前世の生活習慣 あるいは生 きざまの戸 口に置かれていると考 えられ、今生の幸せ と

来世の との関係 については、某ラビ・ヤ コブ(Avot4:2)に よって明確に分類 してまと

め られている。たとえば正義の人のためには、来世で神によるに きわめて物質的な報酬

として、海の怪物の巨鯨の美味な肉を振舞われ る大宴会が取って置かれているというの

である。」(`TheAfterLife'-TheJewishFolkloreandLegend‐P.32)現 世 の

人々の境遇にたい して、正義あるいは公正観 念を引き出すには、引用文に もあるように、

はっきりと(pithily)、 輪廻転生による勧善懲悪思想が適用されているのである。前世の

魂の状態が今生の境遇 を決める という見解はカバ ラ思想家たちの好む ところであった、

と述べ られているのである。さらに興味深いのは、正義の人が受ける報酬 として、神 は

饗宴 を用意 し巨鯨(Leviathan)の 肉を振 る舞って くれる、 とい うのである。動物は何 の

ために創造 されたのか という問い と関わっているとお もわれ る。現代 でもユダヤの人々

は火葬 を禁 じているが、これなども復活の ときの肉体の再生のための素材 を取ってお く

ためでもあろ う。
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結論

ヨブ記は、散文 と詩文 とで書かれてお り、ある作者が意図をもって構成 した物語文学

である。作者が ソロモンに帰 されている雅歌な どとも違 って、作者 は不祥のままである。

エレ ミヤや イザヤなどによる預言書 とも範疇のことなる一書 である。散文 と詩文では調

子が ことなる、 またヨブ と三人の長老 との論争が、 ヨブが三 回、長老の うち二人は三回、

残 る一人は二回である、構成が整わぬ、物語の冒頭の神の賭けは結局 どうなったのか、

なぜ ヨブが唐突にも以前 を凌 ぐ状態に復帰 したのか、失われた子供 たちはどうなったの

か、 など、統一がない、 あとか らの挿入 もあるだろう、 と評されて、欠陥が指摘 される

ことの多い書である。その ような錯綜 と複雑 さは、か ならず しも欠陥 とはいえない。単

純化 され矛盾 を削 ぎ落 とした、奉納のための古代の宗教文学のほ うが不 自然である。人

間の生の様相が矛盾に満 ちてお り解釈に苦 しむのが実態である以上、 ヨブ記のほ うが 自

然であ り、近代 に発達 した物語文学に近い といえるだろう。カフカその他、近 ・現代 の

ユ ダヤ人による苦悩す る実存主義文学の、ある意味での さきがけ ともいえる。 ヨブ記で

は、神 とは何か、試練 とは何か、など、宗教 の もっ とも根本的な命題が問われてお り、

この問題の複雑 さは、不備 と見 える構成によって、は じめて表現できるのではないか。

不備 だ と評 して、それで解釈 を終 えて しまうのでは、 ヨブ記の本質 を見落 として しまう

だろう。 ヨブ記は議論 を引 き起 こす ために作 られた讐え話であ る、 といったマイモニデ

スの批評が もっとも合理的で深慮であるとさえ思われ る。欠陥 と思われる構成が、 じつ

は内容上不可欠であるか もしれないのであ る。散文 と詩文が混在するのは、サンスクリ

ッ ト語 で書かれた ものなど、古代文学の常套手法であった。 ヨブ と長老 との論争の回数

が中途半端 で終わっているのは、エ リフの発言が長老の議論 を中断させ、あま りに唐突

で礼儀 に反す るものであったことを示 していると思えるか らである。 またヨブの最初の

子供 たちをふ くめて、 ヨブ記の辻褄 の合 わなさは、一つには輪廻の思想 を退けた宗教に

あっては正義は存在 しないという理 由によると考 えたい。神 による賭けは、善 と悪 を考

えるにあたって、一元論か二元論につ いて、 自由意志について、救済 とは何かについて、

考えずに済 まされない。サ タンは神の子であって、神の許可のもとに人に試練 を与える

存在 であるから、 また試練は人を強 くす るための手段 であるから、二元論 を想定す る余

地な どはない。人は善に も悪にも幅広 く選択 して行動す ることができるよう、神 といえ

ども人の意思 を容易に覆せ ないほ どの 自由が、人には与え られていると解 したい。その

ため、人の意思 を善に向かわせ るのは試練 による、 と解 したい。何 を自由に選択 して も、

その結果は因果応報であ り褒賞 も用意されているのであれば、来世に も亘 って とい う長

い時間のスパンが想定 されなければならない。 ヨブ記には、問題提起 とともに、解答 も

また示 されている。 自然の営みや動物の姿は人に神意 を知 らせ るための配慮である、 と
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神は、質問の形式を取 りながら、諄々 とヨブを諭 しているのである。 その語 りかけの激

しさは、神の熱意の表れであろう。 ヨブ記でもっとも特筆すべ きことは、エ リフについ

てである。エ リフは神の顕現 に先立って神の意図を伝 えているか ちである。 自然の現象

とい う象徴言語 でもって、 また夢や幻 とい う媒体 でもって神が人に密かに伝 えている情

報や神の慈悲に人が気づかぬ、 とエ リフはいっているのである。エ リフは預 言者である

との認識は、 ヨブ記解釈に欠かすことはで きない。
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